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■□───────────────────────────────────────────
□　　ごあいさつ
─────────────────────────────────────────────
　みなさんこんにちは！

  サッカーワールドカップが開催されています。日本は初戦コートジボワールに
敗れ、第２戦のギリシャとは0-0のドロー。第３戦のコロンビア戦は1-4で敗戦し、
決勝トーナメントへの進出はなりませんでした。残念！

　それでも大学にはいろいろな国から来た留学生たちがいて、ワールドカップは
まだまだ盛り上がっています！私もこの仕事をしているおかげで様々な国の人と
知り合いになり、いまではどの国を応援しようか迷ってしまうほどです。

　それでは、今日も元気にニュースをお伝えしていきます！

■□───────────────────────────────────────────
□ 最近の出来事
------------------------------------------------------------------------------------------
★「ドイツ留学のすすめ」「オーストラリア留学のすすめ」を開催しました
------------------------------------------------------------------------------------------
　国際交流センターでは、信大生にもっと世界を知ってもらい、海外留学に興味を
持ってもらいたいということから「○○留学のすすめ」シリーズを企画し、実施
しています。

　5月22日には、「ドイツ留学のすすめ～ライプツィヒ大学～」を開催しました。

　信州大学の協定校であるライプツィヒ大学からの交換留学生（フロリアンさん、
フランツィスカさん、ヤンさん）が、流暢な日本語でドイツの文化や食べ物、ライ
プツィヒ大学でのキャンパスライフについて紹介してくれました。また理学部４年
生の大塚隼人さんによるドイツ留学体験談では、留学は目標ではなく、あくまで一
つのプロセスであると、時折笑いをとりながら、和やかな雰囲気で話してくれました。

詳しくはこちら
　↓　↓　↓
http://www.shinshu-u.ac.jp/institution/suic/study-abroad/o-event/post-248.html

　6月13日には、「オーストラリア留学のすすめ～カーティン大学～」を開催しま
した。

　信州大学の協定校カーティン大学からの交換留学生（ディヴィッドさん）と彼の
友人がオーストラリアの魅力や食べ物、カーティン大学のキャンパスライフなどに
ついてわかりやすく説明してくれました。会場には異文化に興味を持っている学生、
留学を考えている学生ら30名が参加し、写真を見ながら、オーストラリアの珍しい
動物や美しい景色、大学生活等についての話を熱心に聴いていました。また、クイ
ズやオーストラリア英語での会話デモンストレーションなども行われ、楽しく充実
した時間を過ごしました。
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詳しくはこちら
　↓　↓　↓
http://www.shinshu-u.ac.jp/institution/suic/study-abroad/o-event/post-254.html

-------------------------------------------------------------------------------------------
★「ベトナム ビジネス英語+インターンシップ研修」 成果報告会を開催しました
-------------------------------------------------------------------------------------------
　5月24日、松本キャンパスにおいて、「H25年度 ベトナムFPT大学ビジネス英語及び
インターンシッププログラム」に参加した学生による、成果報告会を開催しました。

　2014年2月13日から3月14日、信大の日本人学生12名が、協定校であるベトナムの
FPT大学において、4週間のビジネス英語研修とインターンシップ、課外活動等のプ
ログラムに参加しました。

　報告会では「研修先で様々な国の友人ができ、かけがえのない貴重な時間を過
ごすことができた」「英語でのコミュニケーションを通じて、たくさんの人と知り
合うことができた」などの声を聞くことができ、グローバル人材として世界で活躍
するための資質と意欲を、今回の海外研修でさらに高めたことがうかがえました。
　
　また、今年度もFPT大学にて春期英語プログラムを実施予定です。一方、FPT大学
からは現在2名の交換留学生を迎えており、今後ますます活発な学生交流が期待され
ます。

詳しくはこちら
↓　↓　↓
http://www.shinshu-u.ac.jp/institution/suic/study-abroad/short-pro/h25.html

-------------------------------------------------------------------------------------------
★2014年度全学国際交流旅行を実施しました
-------------------------------------------------------------------------------------------
　5月31日～6月1日、国際交流センター主催の全学国際交流旅行が実施されました。

　この旅行は、日頃交流の少ない各キャンパス間の留学生と日本人学生および教職
員が、異文化理解、国際交流を深め、ネットワークを形成することを目的として
毎年実施しています。今回は留学生49名と日本人学生21名、佐藤副センター長をは
じめとした教職員6名の総勢76名が参加し、南信州方面に出かけてきました。

　初日は、昼神温泉の宿泊旅館に到着後、「幸せについて」をテーマにグループご
とにディスカッションを行いました。その後、お膳を囲んだ日本風の懇親会や温泉
入浴もあり参加者に好評でした。2日目は宿場町の町並みが今も残る「妻籠宿」など
を散策し、日本文化に触れるだけでなく学生同士の異文化交流を深めるよい機会と
なりました。

詳しくはこちら
↓　↓　↓
http://www.shinshu-u.ac.jp/institution/suic/aboutus/cat3144/2014-31.html

-------------------------------------------------------------------------------------------
★大学間協定校のマラヤ大学(マレーシア)から工学関係教授が来訪されました
-------------------------------------------------------------------------------------------
　6月2日～3日の2日間、2011年7月に大学間学術交流協定を締結したマレーシアの
名門国立大学であるマラヤ大学から、工学部長のオスマン教授および土木工学科長
のザミン教授が本学を訪れ、国際共同研究、交換留学や研修（学生派遣）による
研究者・学生交流のさらなる促進、ジョイントディグリー・プログラムによる今後
の国際共同教育プログラム構築に向けた意見交換が行われました。

　信州大学からは赤羽理事、三浦理事、田中清国際交流センター長、大石工学部長
らが参加しました。会議に先立って行われた工学部の研究室見学では、カーボンナ
ノチューブ、水質検査、再生可能エネルギーなどの研究活動を見ていただき、特に
深刻な水不足に悩むマレーシアにあって、革新的イノベーション創出プログラム
（COI STREAM）のアクア・イノベーション拠点で行う水に関する最先端研究には
大きな関心が寄せられました。

詳しくはこちら
↓　↓　↓
http://www.shinshu-u.ac.jp/topics/2014/06/post-5.html
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■□───────────────────────────────────────────
□　2014年度信州大学国際交流同窓会開催のおしらせ＼(^o^)／
─────────────────────────────────────────────
　今年の国際同窓会を次の日程で開催します！

○ソウル支部  　８月２９日(金)

○バンコク支部　８月３０日(土)

○上海支部　    ９月２８日(日)

○松本支部　    １１月１日(土)
 
○北京支部　    １１月１３日(木)

　各支部にて開催場所・時間が決まり次第、詳細は後日お知らせします。

　大勢の同窓生の皆さんのご参加を期待しています。信州大学の思い出やお互いの
近況を大いに語り合いましょう！

■□───────────────────────────────────────────
□ 信大ＮＯＷ No.８７のご案内
─────────────────────────────────────────────

　信州大学のニュース、歴史や人にまつわる記事、イベントや公開講座の紹介、
研究者の研究内容など、信州大学が良くわかる広報誌「信大ＮＯＷ」
最新号の目次を紹介します。

＜No.87＞
○信大改革

○先鋭領域 融合研究群発進！
　初代群長に聞く

○シリーズ　先鋭領域融合研究群を追う　Vol.1
　新コンセプト「クロスブリード」で進化するマテリアルイノベーション！
　環境・エネルギー材料科学研究所

○若手部門長が部門ミッションを語る！

○グローバル人材育成事業　平成25年度ネパール農業実習
　ネパールの首都と山間地から見る農と食の問題

○センパイの肖像　信大OB・OG訪問
　あの「生協の白石さん」の“いま”
　信大卒、“国民的生協職員”にズームイン
　法政大学生活協同組合小金井キャンパス店　店長　白石昌則さん

○SNAP SHOT
  平成26年度　信州大学入学式

○TOPICS
　JA長野県グループと信州大学が連携協定および覚書を締結しました
　ナレースワン大学（タイ）と学術交流協定を締結しました
　新入生向けにエコバックの配布を行いました
　中央図書館の改修工事完成式典および内覧会を実施
　ブラジル・パラナ州から連邦議員、ロンドリーナ市副市長、パラナ連邦工科大学
　教授、パラナ連邦連盟会長ら約20名が信州大学を表敬訪問
  
○信大キャンパスの「樹」シリーズ⑱
　ダンコウバイ　南箕輪キャンパス
　
全文は信州大学の公式Webサイト上でデジタルパンフレットとして公開
されていますので、ぜひご覧ください。
↓　↓　↓
http://www.shinshu-u.ac.jp/guidance/publication/#publication

■□───────────────────────────────────────────
□ ******* 就任ごあいさつ　 国際交流センター長　田中 清先生 **********
─────────────────────────────────────────────
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　この4月から国際交流センター長を務めることになりました田中清と申します。

  私は工学部の教員で、1995年4月に信州大学工学部に着任以来、専門の電気電子
工学科・情報通信分野の教育と研究に励んで参りましたが、その間、多くの留学生
との出会いがあり、彼らと一緒に学び研究してきた毎日が、私の研究活動の歴史で
もあります。

  そのパイオニアが、現在、私の同僚として本学で教育研究に取り組むエルナン・
アギレ先生です。彼は国費留学生として1997年にエクアドルから来日し、私の指導
のもとに信州大学の大学院で修士・博士の学位を取得後、ポスドク研究員、テニュ
アトラック助教などを経て、信州大学の教員として大活躍しています。

  もう一人、思い出に残る方は、マレーシアのウォン・コックシェック先生です。
彼は米国で修士号まで取得後2005年に来日し、国費留学生として私の研究室で博士
課程を学び、現在、マレーシアトップのマラヤ大学で教鞭を取っています。ウォン
先生のご尽力により2011年に信州大学とマラヤ大学の間で学術交流協定を締結し、
現在、両校間で国際共同研究や学生・研究者交流が活発に行われています。

  私の研究室には、現在8名の海外からの研究者および留学生がおりますが、彼ら
との出会い、ともに歩む毎日が、信州大学の明日を、彼らの母国との架け橋を築い
ていることを実感しています。これからは信州大学国際交流センター長として、本
学のグローバル化に微力ながら取り組んで参る所存です。何卒よろしくお願い申し
上げます。

■□──────────────────────────────────────────
□ 生活ちょっとコラム　～梅雨の季節です～
────────────────────────────────────────────
  みなさんの国に「雨季」はありますか？

  日本では、6月から7月にかけて雨や曇りの日が多い「梅雨」という季節があり
ます。これは冷たくて湿った北のオホーツク海の空気と、南の温かい太平洋の
空気がぶつかり合ってできる「梅雨前線」によるものです。そして南の暖かい
空気の勢力がだんだん強くなり、冷たい空気に勝てば、日本に暑い夏がやって
くる、いうことになります。

　梅雨は「つゆ」または「ばいう」と読みます。梅雨の語源を調べていたら、
これは中国からきた外来語なんだそうです。梅雨といえば、しとしと降る雨に
濡れるアジサイ、など日本独特のイメージがあるように思えるのですが、韓国、
台湾や中国の華南などでも梅雨があるそうですね。（反対に日本の北海道では
梅雨がありません。）

　梅の実が生るころに降るから「梅雨」という説と、湿度が高く黴（カビ）が
生えやすいことから「黴雨（ばいう）」と呼ばれ、黴では言葉が悪いので同じ
音の「梅雨」に転じたという説があります。

　また日本語で梅雨のことを「つゆ」と言うようになったのは江戸時代からだ
そうです。しかし普通「ばいう」とは読めますが「つゆ」とは読めませんよね。
これには、雨のしずくの露（つゆ）からきているという説や、湿気が高くて物
が腐るという意味の「潰える（ついえる）」→「潰ゆ（つゆ）」になったとい
う説もあります。なんだか、カビやら腐るやらといった語源よりも「梅の実が
生っていて、雨のしずくがたくさんついているから、梅雨（つゆ）」と言いた
いですよね。

　毎日じめじめして、いやだな、と思うこともありますが、この時期しっかり
雨が降らないと農作物は育たないし、何よりも水不足が心配です。梅雨は私た
ちにとってありがたい恵みの雨の季節です。

　皆さんの国では、いま、どんな季節ですか？

---------------------------------------------------------------------------------------
●○●○●○●修了者データベース登録のお願い○●○●○●○●○
国際交流センターでは、留学生の帰国後のフォローアップの一環として、
データベースの作成と活用をすすめています。まだこのフォームを提出
されたことのない方は、ぜひ記入にご協力下さい。
このニュースレターの配信先メールアドレス変更もこちらからお願いします。
http://www.shinshu-u.ac.jp/institution/suic/alumni/database/alumni-database.html
●○●○●○●○●○●○●○●○●○●○●○●○●○●○●○●
───────────────────────────────────────────
　 ◆配信元：信州大学国際交流センター(SUIC)　文責：西牧
〒390-8621 長野県松本市旭３－１－１
Tel: 0263-37-3360 / Fax: 0263-37-2181
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http://www.shinshu-u.ac.jp/institution/suic/
　　　　　
◆連絡先：iad@shinshu-u.ac.jp
　　　　　　　*各種お問い合わせ
　　　　　　　*配信停止希望
　　　　　　　*メールアドレスの変更のご連絡
　　　　　　　*情報掲載のご希望
　　　　　　　*ご意見、ご感想　　　　　　　 　など　　　　
　　　　
───────────────────────────────────────────
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